ビジネス探究プログラム　ビジネス探究Ⅱ　ＰＢＬ教材　評価資料評価資料

	分野名：（科目名）
	総合分野（学校設定科目等）

	教材タイトル
	未来のイノベーション～現代の課題と未来のビジネスや技術～



	１　本単元の目標

	＜１時間目（ワークシートを用いた講義、グループ学習）＞
　・未来のビジネスに興味・関心をもつ。
　・あらゆる諸課題を解決させるために技術革新を知るとともに、企業の未来へ向けた活動を知る。
　・プレゼンの評価の観点を知ることで、論理的に説明する方法とその必要性を知る。
　・経済効果などの会計的側面から未来のビジネスを見る視点を養う。
　＜２時間目（研究発表）＞
　・科学的な根拠を踏まえ論理的に研究発表を行う。
　・他のグループの発表から、あらゆる諸課題を解決させるための技術革新を知り、企業の未来へ向けた活動を知る。
　・発表に至るまでの過程において、協働的に準備を進めようとする態度を身に付ける。



	２　評価規準・基準と具体的評価方法（〇記録に残す評価　●指導に生かす評価）

	【Ａ】知識・技術（５点）
 　　 〇プレゼン発表においてプレゼンが「課題の提示→ビジネスがどう解決させるのか→成長性、未来の姿」というように論理的に説明している。
　　  ※「教員用プレゼンチェックシート」（本評価資料の最終ページ）の「チェック項目１」を用いて評価する。
        ※以下の評価Ｂの△と〇については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は４点～５点である。
　　　　  評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「教員用プレゼンチェックシート」の「チェック項目１」の①②③の合計点が△点～〇点である。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
　　　●現代の課題を解決させるために、数多くのビジネスが誕生していることを理解している。また、会計的側面から商品やサービスがどれくらいの経済効果を及ぼすかを理解している。（ワークシートの記入内容を確認し、教員は助言をする。その助言を生かしながら発表資料を作成する）。

【Ｂ】思考・判断・表現（５点）
〇プレゼンテーションが明確で説得力があり、聴衆に理解しやすい発表をしている（生徒が発表を聞きながら記入した評価シートを参考にして、教員が評価をする）。
  ※以下の評価Ｂの△と〇については各学校の実情において数を決める。教材作成者としての推奨は６点～７点である（満点は９点）。
　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…生徒が発表を聞きながら記入した評価シートの合計の平均点が△点～〇点である（生徒の評価シートの平均点は参考程度とし、最終的には教員が評価を付ける）。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。
　　　●発表において、現代の課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基づいてプレゼンを構成している（今後のプレゼン発表で生かすために、教員からの講評でこの点について助言する）。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度（５点）
  　　〇「評価シート」の「【プレゼン発表会後】」の３か所に記述において、新たな発見や気付きについて整理し、今回の学習を今後に生かそうとしている。
　　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
　　　　　評価Ｂ（３点）…「評価シート」の「【プレゼン発表会後】」の３か所の記述において新たな発見や気付きが書かれ、今後の学習に生かそうとしている。
　　　　　評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。


	【総合評価】（15点満点）
　　総合評価Ａ・・12～15点
　　総合評価Ｂ・・７～11点
　　総合評価Ｃ・・６点以下


[bookmark: _Hlk77752466]


教員用プレゼンチェックシート

チェック項目１
[bookmark: _Hlk213860684]プレゼンは「①課題の提示→②ビジネスがどう解決させるのか→③成長性、未来の姿」を論理的に述べているか。
※発表を聞きながら、①②③の項目について〇△×を入れてください。
　〇明確（２点）　△あいまい（１点）　×入っていない（０点）
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